
　 石川県立金沢商業高等学校

No.1

実現状況の達成度判断基準 評価・集計結果 後期の成果と課題、次年度へ向けた改善案

授業に主体的に取り組めたと感じる生徒の割合が、

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

自学自習の調べ学習や対話を通して思考を深める授業
を実践した教員の割合が、

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

授業の学習活動の中で「表現する力・伝える力が向上
した」と感じる生徒の割合が、

Ａ　７０％以上である

Ｂ　６０％以上である

Ｃ　５０％以上である

Ｄ　５０％未満である

３年次の全商検定１級３種目の取得者が、

Ａ　１６０人以上である

Ｂ　１４０人以上である

Ｃ　１２０人以上である

Ｄ　１２０人未満である

⑤

Ａ　１００％である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

評価：Ｂ
生徒対象のアンケート結果
肯定的回答の割合  全学年 ７６％
１年　　７９％
２年　　７１％
３年　　７８％

重点目標 具体的取組

１ 新学習指導要領
の実施に向け特
色ある教育課程
の開発に努める
とともに、生徒
の学習意欲を高
める授業を実践
し、確かな学力
を身に付けさ
せ、表現する
力・伝える力を
育成する。

① 生徒の授業に取り組む姿勢を
改善する事により、主体性を
引き出し、学力の向上につな
げる。

③ 授業を中心に、学校生活全般
を通じて、表現する力・伝え
る力を育成する。

新学習指導要領の趣旨をよく
理解し、各教員が学校全体の
教育活動を意識した自分なり
の教育課程案をもって検討に
臨む。

② 自学自習の調べ学習、対話的
な学びを通して知識を関連付
け、より深く学習することが
可能となる授業を推進する。

評価：Ｂ
教職員対象のアンケート結果
肯定的回答の割合
７９％

昨年度後期、本年度前期共に
８１％であったが、微減となった。
調べ学習や対話的な学習をさせて終わりで
はなく、思考をより深める授業展開を、考
査問題の再考も含めて工夫検討したい。

評価：Ａ
生徒対象のアンケート結果
肯定的回答の割合  全学年　７１％
１年　　７２％
２年　　６４％
３年　　７７％

前期と比較し、大きく改善しＡ評価となっ
た。特に１年生の授業での改善度が高い
(前回調査では６３％)。
来年度は全学年で７０％以上となるようさ
らに工夫を重ね、実践を継続したい。

④ 各種検定試験の取組を通して
学習意欲を高める。

評価：Ｄ
１０６人

家庭学習の習慣が身についていない。これ
までのように出題パターンが決まっていた
ときは検定試験直前期に特別補習をすれば
合格することができたが、近年は応用力が
ないと解けなくなってきている。毎日、課
題を出す等、家庭学習の習慣を身につけさ
せていきたい。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた
今後の改善方策

・さまざまな検定試験を学校で受験する機会があるが、中国語検定など、今まで実施していない検定試験も入れてみたらどうか。
・生徒は資格を取得したくて入学しているので、資格取得への意欲や能力を維持向上できるような授業の工夫をお願いしたい。

令和２年度　学校経営計画に対する最終評価報告書

「新指導要領の趣旨をよく理解し、自分なりに新教育
課程案を考えている」教員の割合が

評価：Ｂ
教職員対象のアンケート結果
肯定的回答の割合  ８９％
回答数５３のうち
あてはまる　　　　１４
大体あてはまる　　３３

学校関係者評価委員会の評価

・各科目に対する深い学びと、関係する資格取得に向けたスキルの双方を充足できるよう、一層の授業改善に努めてまいりたい。

令和４年度入学生から実施する新教育課程
の編成に向け、後期からは検討委員会も立
ち上がり、委員会を中心に各教科会でも検
討を行っているところである。
よりよい教育課程の編成のため、今後も検
討を進めていきたい。

前期の８１％よりも肯定的回答が少なく
なった。
来年度は、年間を通して全学年で８０％以
上となるよう、生徒が主体的に取り組むよ
うな授業改善を全教員で実践したい。



石川県立金沢商業高等学校

No.2

実現状況の達成度判断基準 評価・集計結果 後期の成果と課題、次年度へ向けた改善案

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

②

Ａ　１１０日以上である

Ｂ　　９０日以上である

Ｃ　　７０日以上である

Ｄ　　７０日未満である

③

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　２０％以上向上した

Ｂ　１０％以上向上した

Ｃ　前年度と同等である。

Ｄ　前年度を下回った

④ 英語のコミュニケーション能
力と活用力の向上に取り組
む。

ＳＴＥＰ英検準２級以上（または全商英検１級）を取
得した人数が前年比で、

年間を通して相手の目を見たさわやかな気持ちのこ
もった挨拶ができたと感じる生徒の割合が、

評価：Ｂ
生徒対象のアンケート結果
肯定的評価の割合　全学年　８９％
１年　　９１％
２年　　８８％
３年　　９０％

評価Ａの目標数値には届かなかったが、全学
年で前期よりも数値の上昇が見られた。職員
にも協力を促し組織的に取り組めるように
なった。
今年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影
響もあり、集会等で全体に伝えることができ
なかったので、生徒一人ひとりへの徹底とい
う点で、指導強化を図りたい。

重点目標 具体的取組

２ ビジネスマナー
教育、実践教
育、国際理解教
育、おもてなし
教育の更なる充
実に取り組む。

① 相手の顔と目を見てさわやか
な、相手に伝わる挨拶を日常
的に実践し、社会に貢献でき
る生徒の育成に取り組む。

今年度は新型コロナウィルス感染症拡大の
影響により金商デパートは中止となった。
来年度実施の際は、経験者が３年生のみと
なるため、商業で学んだ知識・技術（マ
ナーなど）を全学年に指導する必要があ
る。

生徒指導が主体となり、公安
委員・生徒会執行部と協力し
ながら遅刻０の徹底を推進し
ていく。

令和２年度　学校経営計画に対する最終評価報告書

評価：Ｃ
Ｒ１年度→Ｒ２年度
２１名 → ２３名
　 　(9.5％増)

マナー教育を含めた商業教育
実践の貴重な場となっている
金商デパートの運営に積極的
に取り組む。

金商デパートにおいて、商業で学んだ知識や技術を生
かせたと感じる生徒の割合が、

評価：Ａ
（２月末日で１１１日）

新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受
けたが目標を達成することができた。
来年度も「時間厳守」の大切さを啓発して
いき、１３０日以上を目指せるように指導
したい。

遅刻０の日が年間を通じて、

１０％に届かず評価Ｃとなった。ただし両
検定共に上位級のみを比較すると、STEP２
級は８名→３名、全商１級は８名→４名と
大きく減となっており、実質的には評価Ｄ
に近いと思われる。
商業科が実施しているように、何らかの検
定対策が必要である。

学校関係者評価委員会の評価
・オンライン化を含め、ビジネスの方法は直接の対面に頼らない新しいやり方が求められている。新時代に対応できる商業教育を
　期待したい。商業教育の最先端を行く金商であってほしい。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた
今後の改善方策

・対面販売実習の場としての意味が大きかった金商デパートを今後どのように変えていくのか、生徒と共に考えていきたい。



石川県立金沢商業高等学校

No.3

実現状況の達成度判断基準 評価・集計結果 後期の成果と課題、次年度へ向けた改善案

Ａ　９５％である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

Ａ　７５％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６５％以上である

Ｄ　６５％未満である

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

就職希望者に対して、企業な
らびに同窓生と連携を深め、
各種ガイダンス機能の充実と
希望企業への実践的な面接指
導を実施し、進路実現を図
る。

重点目標

就職希望者において、ガイダンスや面接指導を通じて
希望の職種・業種への進路実現を達成できたという生
徒の割合が、

進路の実現に向けて、具体的な進路希望が設定できた
と答えた生徒の割合が、

①

②

具体的取組

評価：Ａ
生徒対象のアンケート結果
９５％

評価：Ｂ
生徒対象のアンケート結果
肯定的回答の割合
７１％

評価：Ａ
生徒対象のアンケート結果
肯定的回答の割合　全学年　８１％
２年　　７０％
３年　　９１％

進学希望者に対して、補習や
ガイダンスの指導・働きかけ
を工夫、志望分野・志望校へ
の進学意識を早期より高め
る。

進学希望者において、長期的な視点を持って受験勉強
に取り組み、学力を向上させることができたと答えた
生徒の割合が、

学校関係者評価委員会の評価 ・就職について、早期離職する生徒がいると聞いた。フォローをお願いしたい。

新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、企
業人事担当者や卒業生による進路ガイダン
スが中止となった分、企業調べや応募前見
学、面接指導に力を入れ、進路実現に結び
付けた。求人数は減少したが、希望する職
種や業種は充足できていた。
しかし来年度については、さらに求人数の
減少が見込まれることから、事務職を中心
に求人開拓に努めていくことが重要であ
る。

行事の精選が迫られるなか、進路説明会や
分野別ガイダンスを実施することができ、
コース選択を含め自分の進路を考えること
ができた。しかしまだ３割近くの生徒が具
体的な進路を設定できていない。
また、進路志望の決定と進路実現は別なの
で、今後も学習面の充実や資格取得の推進
を図っていきたい。

今年度は、調査書の書式変更、総合型選抜
や学校推薦型選抜における｢活動報告書｣の
提示など、３年生の進学希望者に対して多
くの情報提供が必要な年であった。
新型コロナウィルス感染症拡大の影響で学
校見学が中止となり、進学希望の生徒は不
安を抱えていたと思われるが、休業中の｢
振返りシート｣の活用や、登校日と学校再
開後に実施した多くのガイダンスを通し
て、早期に対応することができた。
２年生には、難関大学の情報提供を２学期
から個別に行い、進学意識を高めることが
できた。
来年度も、早期の情報提供に努めたい。

③ １年生に対して進路ガイダン
スを計画的に行い、進路実現
に向けた取り組みを充実させ
る。

３ 生徒の希望する
進路実現へ向け
て、各学年に応
じた計画的な
キャリア教育に
取り組む。

令和２年度　学校経営計画に対する最終評価報告書

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた
今後の改善方策

・ミスマッチが早期離職に結びつかないよう、キャリア教育をより一層充実させると共に、情報や体験の場の提供に努めたい。



石川県立金沢商業高等学校

No.４

実現状況の達成度判断基準 評価・集計結果 後期の成果と課題、次年度へ向けた改善案

県大会でベスト４以上の運動部が、

Ａ　９部以上である

Ｂ　８部である

Ｃ　７部である

Ｄ　７部未満である

県大会（総文および新人）で団体優勝をする競技が、

Ａ　のべ５競技以上である

Ｂ　のべ４競技以上である

Ｃ　のべ３競技である

Ｄ　のべ２競技以下である

各種委員会･生徒会活動及びボランティア活動に自主
的に取り組んだ生徒の割合が、
Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である
清掃をきちんと行い、節電・節水に努め、ゴミの分別
をしっかりできる生徒の割合が、

Ａ　９８％以上である

Ｂ　９５％以上である

Ｃ　９０％以上である

Ｄ　９０％未満である

いじめの未然防止に向け、意識的に行動をしている教
員の割合が、
Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

Ａ　０人である
Ｂ　１人である
Ｃ　２人である
Ｄ　３人以上いる

今年度は、県としての目標「８０時間超の
時間外勤務を０に」の達成を目指している
年度であるが、目標達成には至らなかっ
た。
業務分担の更なる平準化・適正化を目指し
てまいりたい。

・部活動の大会や行事が中止となったなか、なかなか頑張ったと言ってよいのではないか。部活動を起爆剤とした学校の活性化に
　今後も期待している。地域の行事への協力も、来年度はぜひお願いしたい。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた
今後の改善方策

・気を緩めることなく感染防止に努めながら、今後も生徒のさまざまな活動を実施していきたい。

教職員の多忙化
改善に向けて、
業務の改善に取
り組む。

働き方改革の趣旨に則り、業
務改善に努め、教職員の残業
時間の解消に繋げる。

年間を平均して、１月当たり８０時間以上を超える残
業を行っている教員の人数が、

評価：Ｄ

教職員勤務時間調査より
残業８０時間超
４～１２月　７人

⑤ 「石川県いじめ防止基本方
針」に則り、いじめを起こさ
ない学校づくりに努める。

評価：Ａ
教職員対象のアンケート結果
肯定的回答の割合  １００％
回答５４人中
あてはまる　　　２７人
大体あてはまる　２７人

今後も、いろいろな意味で風通しのよい学
校づくりに努め、いじめの早期発見と早期
対応につなげたい。

学校関係者評価委員会の評価

5

③ 各種委員会･生徒会活動及びボ
ランティア活動等の充実、活
性化を目指す。

令和２年度　学校経営計画に対する最終評価報告書

評価：Ｂ
生徒対象のアンケート結果
肯定的回答の割合  全学年　７５％
１年　　８１％
２年　　６６％
３年　　７７％

昨年度を７％上回る結果になったものの、
新型コロナウィルス感染症拡大のため地域
の行事が減少し、ボランティア活動の機会
自体が少なくなっていると思われる。
来年度には、部活動や委員会を中心に活性
化していきたい。

④ 校舎内の清掃をきちんと行
い、節電・節水に努め、ゴミ
の分別をきちんと行う意識を
全生徒が持ち、自主的に行動
することを目指す。

評価：Ａ

９部

代替または新人大会で、女子バレーボールと
少林寺拳法が優勝した。
男子バレーボール、女子バスケットボール、
ソフトボール、ハンドボール、バドミント
ン、ソフトテニス、野球は３位であった。

② 文化部・商業部の県大会（総
文･新人）において団体優勝の
べ４競技以上を目指す。

評価：Ｄ

２競技

代替または新人大会で、電卓とワープロ競技
が団体優勝を収めた。他の商業部やＥＳＳ部
は団体２位であった。
しかし、珠算、簿記、ＥＳＳ、かるた競技で
は、個人１位の成績を収めているので、来年
度に期待したい。

評価：Ｂ
生徒対象のアンケート結果
肯定的回答の割合  全学年　９７％
１年　　９７％
２年　　９７％
３年　　９５％

清掃、ごみの分別、節電・節水においては
概ね良好な状況であった。今後は、新型コ
ロナウィルス感染症拡大下での衛生面の徹
底を図りながら、校内美化に努めるよう指
導していきたい。

重点目標 具体的取組

４ 心身の健康と豊
かな人間性の育
成に向けて、部
活動、特別活動
等の更なる充実
に取り組む。

① 運動部の県大会において、優
勝を目指す。


